
v乙川河川緑地 左岸（南側） レイアウトパターンA（列型）

v
出店可能数：キッチンカー（5x2m）52台

面積：約7,000平方メートル

v

良い点

• 乙川に対して開かれたスペースを確保でき、
水辺の休憩スペースを活用することができる

• 階段護岸側に開かれたスペースを確保でき、
座席として有効利用が可能

注意点

• 店舗間の移動距離が長くなる
• イベントとしての一体感を演出しづらい
• 列を長くつなげてしまうことで、川側と護岸
側のスペースが二分されてしまう

v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側への抜け動線の確保する

• 発電機や備品等を出店場所の
背面スペースに置く等する

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v乙川河川緑地 左岸（南側） レイアウトパターンA（列型）

v
出店可能数：テント出店 （3x3m）104店

面積：約7,000平方メートル

v

良い点

• 乙川に対して開かれたスペースを確保でき、
水辺の休憩スペースを活用することができる

• 階段護岸側に開かれたスペースを確保でき、
座席として有効利用が可能

注意点

• 店舗間の移動距離が長くなる
• イベントとしての一体感を演出しづらい
• 列を長くつなげてしまうことで、川側と護岸
側のスペースが二分されてしまう

v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側への抜け動線の確保する

• 発電機や備品等を出店場所の
背面スペースに置く等する

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

良い点

• 大きく囲まれた空間をつくることができ、イ
ベントでの一体感を演出することができる

• 中央の空間に食事をするためのテーブルス
ペースなどを設けることができる

注意点

• 川側の出店が川に背を向けるため、川辺の休
憩スペースの活用が難しい

• 通路側の出店も、護岸に背を向けるため、閉
ざされた印象を与えてしまう

v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側、護岸側への抜け動線の
確保する

• 川側にひらかれたスペースを
確保する

v乙川河川緑地 左岸（南側） レイアウトパターンB（囲い型）

v
出店可能数：キッチンカー（5x2m）56台

面積：約7,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

良い点

• 大きく囲まれた空間をつくることができ、イ
ベントでの一体感を演出することができる

• 中央の空間に食事をするためのテーブルス
ペースなどを設けることができる

注意点

• 川側の出店が川に背を向けるため、川辺の休
憩スペースの活用が難しい

• 通路側の出店も、護岸に背を向けるため、閉
ざされた印象を与えてしまう

v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側、護岸側への抜け動線の
確保する

• 川側にひらかれたスペースを
確保する

v乙川河川緑地 左岸（南側） レイアウトパターンB（囲い型）

v
出店可能数：テント出店 （3x3m）100店

面積：約7,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

良い点

• 東西側と南北側に通路を確保することができ、
路地のような空間を作ることができる

• 出店数を増やすことができる

注意点

• 川側の出店が川に背を向けるため、川辺の休
憩スペースの活用が難しい

• 店舗間の移動距離が長くなる
v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側への抜け動線の確保する

• 川側出店をやめれる場合は川
に開かれた配置をして欲しい

v乙川河川緑地 左岸（南側） レイアウトパターンC（島型）

v
出店可能数：キッチンカー（5x2m）116台

面積：約7,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

良い点

• 東西側と南北側に通路を確保することができ、
路地のような空間を作ることができる

• 出店数を増やすことができる

注意点

• 川側の出店が川に背を向けるため、川辺の休
憩スペースの活用が難しい

• 店舗間の移動距離が長くなる
v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側への抜け動線の確保する

• 川側出店をやめれる場合は川
に開かれた配置をして欲しい

v乙川河川緑地 左岸（南側） レイアウトパターンC（島型）

v
出店可能数：テント出店 （3x3m）306店

面積：約7,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

良い点

• 東西側と南北側に通路を確保することができ、
路地のような空間を作ることができる

• 出店数を増やすことができる
• 4つのテントを組み合わせることで、両面に
出店方向を開くことができる

注意点

• 川側の出店が川に背を向けるため、川辺の休
憩スペースの活用が難しい

• 店舗間の移動距離が長くなる
v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側への抜け動線の確保する

• 川側出店をやめれる場合は川
に開かれた配置をして欲しい

v乙川河川緑地 左岸（南側） レイアウトパターンC（島型）

v
出店可能数：キッチンカー（5x2m）88台

テント出店 （3x3m）12店
面積：約7,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側への抜け動線の確保する

• 発電機や備品等を出店場所の
背面スペースに置く等する

v

良い点

• 乙川に対して開かれたスペー
スを確保でき、水辺の休憩ス
ペースを活用することができ
る

注意点

• 店舗間の移動距離が長くなる
• イベントとしての一体感を演
出しづらい

v乙川河川緑地 右岸（北側） レイアウトパターンA（列型）

v
出店可能数：キッチンカー（5x2m）50台

面積：約11,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側への抜け動線の確保する

• 発電機や備品等を出店場所の
背面スペースに置く等する

v

良い点

• 乙川に対して開かれたスペー
スを確保でき、水辺の休憩ス
ペースを活用することができ
る

注意点

• 店舗間の移動距離が長くなる
• イベントとしての一体感を演
出しづらい

v乙川河川緑地 右岸（北側） レイアウトパターンA（列型）

v
出店可能数：テント出店 （3x3m）80店

面積：約11,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側、護岸側への抜け動線の
確保する

• 川側にひらかれたスペースを
確保する

v

良い点

• 大きく囲まれた空間をつくる
ことができ、イベントでの一
体感を演出することができる

• 中央の空間に食事をするため
のテーブルスペースなどを設

けることができる

注意点

• 川側の出店が川に背を向ける
ため、川辺の休憩スペースの
活用が難しい

• 通路側の出店も、護岸に背を
向けるため、閉ざされた印象
を与えてしまう

• 店舗間の移動距離が長くなる

v乙川河川緑地 右岸（北側） レイアウトパターンB（囲い型）

v
出店可能数：キッチンカー（5x2m）52台

面積：約11,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあけ
川側、護岸側への抜け動線の
確保する

• 川側にひらかれたスペースを
確保する

v

良い点

• 大きく囲まれた空間をつくる
ことができ、イベントでの一
体感を演出することができる

• 中央の空間に食事をするため
のテーブルスペースなどを設

けることができる

注意点

• 川側の出店が川に背を向ける
ため、川辺の休憩スペースの
活用が難しい

• 通路側の出店も、護岸に背を
向けるため、閉ざされた印象
を与えてしまう

• 店舗間の移動距離が長くなる

v乙川河川緑地 右岸（北側） レイアウトパターンB（囲い型）

v
出店可能数：テント出店 （3x3m）95店

面積：約11,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあ
け川側、護岸側への抜け動
線の確保する

• 川側にひらかれたスペース
を確保する

v

良い点

• 東西側と南北側に通路を確
保することができ、路地の
ような空間を作ることがで
きる

• 出店数を増やすことができ
る

注意点

• 川側の出店が川に背を向け
るため、川辺の休憩スペー
スの活用が難しい

v乙川河川緑地 右岸（北側） レイアウトパターンC（島型）

v
出店可能数：キッチンカー（5x2m）98台

面積：約11,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあ
け川側、護岸側への抜け動
線の確保する

• 川側にひらかれたスペース
を確保する

v

良い点

• 東西側と南北側に通路を確
保することができ、路地の
ような空間を作ることがで
きる

• 出店数を増やすことができ
る

注意点

• 川側の出店が川に背を向け
るため、川辺の休憩スペー
スの活用が難しい

v乙川河川緑地 右岸（北側） レイアウトパターンC（島型）

v
出店可能数：テント出店 （3x3m）131店

面積：約11,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会



v

工夫して欲しいポイント

• 適度に出店者同士の間をあ
け川側、護岸側への抜け動
線の確保する

• 川側にひらかれたスペース
を確保する

v

良い点

• 東西側と南北側に通路を確
保することができ、路地の
ような空間を作ることがで
きる

• 出店数を増やすことができ
る

• 4つのテントを組み合わせる
ことで、両面に出店方向を
開くことができる

注意点

• 川側の出店が川に背を向け
るため、川辺の休憩スペー
スの活用が難しい

v乙川河川緑地 右岸（北側） レイアウトパターンC（島型）

v
出店可能数：キッチンカー（5x2m）78台

テント出店 （3x3m）8店
面積：約11,000平方メートル

レイアウト検討の参考資料／リバーライフ推進委員会
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